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建築物における衛生的環境の確保に関する法律（抜粋） 

                    （昭和４５年４月１４日法律第２０号） 

 

      法･････建築物における衛生的環境の確保に関する法律 

      令･････建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令 

      則･････建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則 

 

（目的）  

法 第１条 この法律は、多数の者が使用し、又は利用する建築物の維持管理に関し環

境衛生上必要な事項等を定めることにより、その建築物における衛生的な環境の

確保を図り、もつて公衆衛生の向上及び増進に資することを目的とする。  

 

（定義）  

法 第２条 この法律において「特定建築物」とは、興行場、百貨店、店舗、事務所、

学校、共同住宅等の用に供される相当程度の規模を有する建築物（建築基準法（昭

和２５年法律第２０１号）第２条第１号 に掲げる建築物をいう。以下同じ。）

で、多数の者が使用し、又は利用し、かつ、その維持管理について環境衛生上特

に配慮が必要なものとして政令で定めるものをいう。  

２ 前項の政令においては、建築物の用途、延べ面積等により特定建築物を定める

ものとする。  

 

令 第１条 建築物における衛生的環境の確保に関する法律（以下「法」という。）第

２条第１項 の政令で定める建築物は、次の各号に掲げる用途に供される部分の

延べ面積（建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第２条第１項第３号

に規定する床面積の合計をいう。以下同じ。）が 3,000 平方メートル以上の建築

物及 び専 ら 学校 教 育法 (昭和 二 十二 年 法律 第 二 十六 号 )第 一条 に 規 定

する学校又は 就学 前の子どもに 関す る教育、保育 等の 総合的な提 供

の推進に関する法 律 (平成十八年法律 第七十七号 )第二条 第七項に規

定する幼保連携型認定こども園 (第三号において「第一条学校等」と

いう。 )の用途に供される建築物で延べ面積が 8,000 平方メートル以上のもの

とする。  

一 興行場、百貨店、集会場、図書館、博物館、美術館又は遊技場  

二 店舗又は事務所  

三 学校教育法第１条に規定する学校以外の学校（研修所を含む。）  

四 旅館  
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（保健所の業務）  

法 第３条 保健所は、この法律の施行に関し、次の業務を行なうものとする。  

一 多数の者が使用し、又は利用する建築物の維持管理について、環境衛生上の

正しい知識の普及を図ること。  

二 多数の者が使用し、又は利用する建築物の維持管理について、環境衛生上の

相談に応じ、及び環境衛生上必要な指導を行なうこと。  

 

 （建築物環境衛生管理基準）  

法 第４条 特定建築物の所有者、占有者その他の者で当該特定建築物の維持管理につ

いて権原を有するものは、政令で定める基準（以下「建築物環境衛生管理基準」

という。）に従つて当該特定建築物の維持管理をしなければならない。  

２ 建築物環境衛生管理基準は、空気環境の調整、給水及び排水の管理、清掃、ね

ずみ、昆虫等の防除その他環境衛生上良好な状態を維持するのに必要な措置につ

いて定めるものとする。  

３ 特定建築物以外の建築物で多数の者が使用し、又は利用するものの所有者、占

有者その他の者で当該建築物の維持管理について権原を有するものは、建築物環

境衛生管理基準に従つて当該建築物の維持管理をするように努めなければなら

ない。  

 

（建築物環境衛生管理基準－空気環境に関する基準）  

令 第２条 法第４条第１項の政令で定める基準は、次のとおりとする。  

一 空気環境の調整は、次に掲げるところによること。 

イ 空気調和設備（空気を浄化し、その温度、湿度及び流量を調節して供給（排

出を含む。以下この号において同じ。）をすることができる設備をいう。ニ

において 同じ。）を設けている場合は、厚生労働省令で定めるところによ

り、居室における次の表の各号の上欄に掲げる事項がおおむね当該各号の下

欄に掲げる基準に適合するように空気を浄化し、その温度、湿度又は流量を

調節して供給をすること。 
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１  浮遊粉じん

の量 

空気１立方メートルにつき 0.15 ミリグラム以下 

２  一酸化炭素

の含有率 

100 万分の 10（厚生労働省令で定める特別の事情がある建築物に

あつては、厚生労働省令で定める数値）以下 

３  二酸化炭素

の含有率 

100 万分の 1000 以下 

４ 温度 １ 17 度以上 28 度以下 

２ 居室における温度を外気の温度より低くする場合は、その差 

 を著しくしないこと。 

５ 相対湿度 40 パーセント以上 70 パーセント以下 

６ 気流 0.5 メートル毎秒以下 

７  ホルムアル

デヒドの量 

空気１立方メートルにつき 0.1 ミリグラム以下 

ロ 機械換気設備（空気を浄化し、その流量を調節して供給をすることができ

る設備をいう。）を設けている場合は、厚生労働省令で定めるところにより、

居室におけるイの表の第１号から第３号まで、第６号及び第７号の上欄に掲

げる事項がおおむね当該各号の下欄に掲げる基準に適合するように空気を

浄化し、その流量を調節して供給をすること。 

ハ イの表の各号の下欄に掲げる基準を適用する場合における当該各号の上

欄に掲げる事項についての測定の方法は、厚生労働省令で定めるところによ

ること。 

ニ 空気調和設備を設けている場合は、厚生労働省令で定めるところにより、

病原体によつて居室の内部の空気が汚染されることを防止するための措置

を講ずること。 

則 第２条 令第２条第１号イの表の第２号の厚生労働省令で定める特別の事情があ

る建築物は、大気中における一酸化炭素の含有率がおおむね 100 万分の 10 をこ

えるため、居室における一酸化炭素の含有率がおおむね 100 万分の 10 以下にな

るように空気を浄化して供給をすることが困難である建築物とし、同号の厚生労

働省令で定める数値は、100 万分の 20 とする。 

則 第３条 令第２条第１号イ又はロの規定により空気調和設備又は機械換気設備を

設けて空気を供給する場合は、同号イ又はロに定める基準に適合する空気を供給

するため、厚生労働大臣が別に定める技術上の基準に従い、これらの設備の維持

管理に努めなければならない。  
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則 第３条の２ 令第２条第１号ハの規定による測定の方法は、次の各号の定めるとこ

ろによる。  

一 当該特定建築物の通常の使用時間中に、各階ごとに、居室の中央部の床上

75 センチメートル以上 150 センチメートル以下の位置において、次の表の各

号の上欄に掲げる事項について当該各号の下欄に掲げる測定器（次の表の第２

号から第６号までの下欄に掲げる測定器についてはこれと同程度以上の性能

を有する測定器を含む。）を用いて行うこと。 

１  浮遊粉じん

の量 

グラスフアイバーろ紙（0.3 マイクロメートルのステアリン酸粒

子を 99.9 パーセント以上捕集する性能を有するものに限る。）

を装着して相対沈降径がおおむね 10 マイクロメートル以下の浮

遊粉じんを重量法により測定する機器又は厚生労働大臣の登録

を受けた者により当該機器を標準として較正された機器 

２  一酸化炭素

の含有率 

検知管方式による一酸化炭素検定器 

３  二酸化炭素

の含有率 

検知管方式による二酸化炭素検定器 

４ 温度 0.5 度目盛の温度計 

５ 相対湿度 0.5 度目盛の乾湿球湿度計 

６ 気流 0.2 メートル毎秒以上の気流を測定することができる風速計 

７  ホルムアル

デヒドの量 

２・４―ジニトロフェニルヒドラジン捕集―高速液体クロマトグ

ラフ法により測定する機器、４―アミノ―３―ヒドラジノ―５―

メルカプト―１・２・４―トリアゾール法により測定する機器又

は厚生労働大臣が別に指定する測定器 

二 令第２条第１号イの表の第１号から第３号までの上欄に掲げる事項につい

て、当該各号の下欄に掲げる数値と比較すべき数値は、１日の使用時間中の平

均値とすること。  

三 次に掲げる区分に従い、それぞれ次に定める事項について、２月以内ごとに

１回、定期に、測定すること。 

イ 空気調和設備を設けている場合 令第２条イの表の第１号から第６号ま

での上欄に掲げる事項 

ロ 機械換気設備を設けている場合 令第２条イの表の第１号から第３号ま

で及び第６号の上欄に掲げる事項 
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四 特定建築物の建築（建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第２条第１３

号 に規定する建築をいう。）、大規模の修繕（同条第１４号に規定する大規

模の修繕をいう。）又は大規模の模様替（同条第１５号に規定する大規模の模

様替をいう。）（以下「建築等」と総称する。）を行つたときは、当該建築等

を行つた階層の居室における令第２条第１号イの表の第７号の上欄に掲げる

事項について、当該建築等を完了し、その使用を開始した日以後最初に到来す

る測定期間（６月１日から９月３０日までの期間をいう。以下同じ。）中に１

回、測定すること。  

則 第３条の１８ 令第２条第１号ニに規定する措置は、次の各号に掲げるものとする。  

一 冷却塔及び加湿装置に供給する水を水道法 （昭和３２年法律第１７７号）

第４条 に規定する水質基準に適合させるため必要な措置  

二 冷却塔及び冷却水について、当該冷却塔の使用開始時及び使用を開始した後、

１月以内ごとに１回、定期に、その汚れの状況を点検し、必要に応じ、その清

掃及び換水等を行うこと。ただし、１月を超える期間使用しない冷却塔に係る

当該使用しない期間においては、この限りでない。  

三 加湿装置について、当該加湿装置の使用開始時及び使用を開始した後、１月

以内ごとに１回、定期に、その汚れの状況を点検し、必要に応じ、その清掃等

を行うこと。ただし、１月を超える期間使用しない加湿装置に係る当該使用し

ない期間においては、この限りでない。  

四 空気調和設備内に設けられた排水受けについて、当該排水受けの使用開始時

及び使用を開始した後、１月以内ごとに１回、定期に、その汚れ及び閉塞の状

況を点検し、必要に応じ、その清掃等を行うこと。ただし、１月を超える期間

使用しない排水受けに係る当該使用しない期間においては、この限りでない。  

五 冷却塔、冷却水の水管及び加湿装置の清掃を、それぞれ１年以内ごとに１回、

定期に、行うこと。  

 

（建築物環境衛生管理基準－給水及び排水に関する基準） 

令 第２条 

二 給水及び排水の管理は、次に掲げるところによること。 

イ 給水に関する設備（水道法（昭和３２年法律第１７７号）第３条第９項に

規定する給水装置を除く。ロにおいて同じ。）を設けて人の飲用その他の厚

生労働省令で定める目的のために水を供給する場合は、厚生労働省令で定め

るところにより、同法第４条の規定による水質基準に適合する水を供給する

こと。 

ロ 給水に関する設備を設けてイに規定する目的以外の目的のために水を供

給する場合は、厚生労働省令で定めるところにより、人の健康に係る被害が

生ずることを防止するための措置を講ずること。 

ハ 排水に関する設備の正常な機能が阻害されることにより汚水の漏出等が

生じないように、当該設備の補修及び掃除を行うこと。 
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/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a%88%ea&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%8f%5c%8e%4f%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000013000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000013000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000013000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a%88%ea&REF_NAME=%93%af%8f%f0%91%e6%8f%5c%8e%6c%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000014000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000014000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000014000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a%88%ea&REF_NAME=%93%af%8f%f0%91%e6%8f%5c%8c%dc%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000015000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000015000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000015000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000001000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000001000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000001000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000001000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000001000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000001000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%90%85%93%b9%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%91%e6%8e%6c%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%90%85%93%b9%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%91%e6%8e%4f%8f%f0%91%e6%8b%e3%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000009000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000009000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000009000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%93%af%96%40%91%e6%8e%6c%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000400000000000000000000000000000
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則 第３条の１９ 令第２条第２号イの厚生労働省令で定める目的は、人の飲用、炊事

用、浴用その他人の生活の用（旅館業法（昭和２３年法律第１３８号）第３条第

１項の規定による許可を受けた者が経営する施設（第４条の２において「旅館」

という。）における浴用を除く。）に供することとする。  

則 第４条 令第２条第２号イに規定する水の供給は、次の各号の定めるところによる。  

一 給水栓における水に含まれる遊離残留塩素の含有率を 100 万分の 0.1（結合

残留塩素の場合は、100 万分の 0.4）以上に保持するようにすること。ただし、

供給する水が病原生物に著しく汚染されるおそれがある場合又は病原生物に

汚染されたことを疑わせるような生物若しくは物質を多量に含むおそれがあ

る場合の給水栓における水に含まれる遊離残留塩素の含有率は、100 万分の

0.2（結合残留塩素の場合は、100 万分の 1.5）以上とすること。  

二 貯水槽の点検等有害物、汚水等によつて水が汚染されるのを防止するため必

要な措置  

三 水道法第３条第２項 に規定する水道事業の用に供する水道又は同条第六項 

に規定する専用水道から供給を受ける水のみを水源として前条に規定する目

的のための水（以下「飲料水」という。）を供給する場合は、当該飲料水の水

質検査を次に掲げるところにより行うこと。 

イ 水質基準に関する省令 （平成１５年厚生労働省令第１０１号。以下「水

質基準省令」という。）の表中１の項、２の項、６の項、９の項、１１の項、

３２の項、３４の項、３５の項、３８の項、４０の項及び４６の項から５１

の項までの項の上欄に掲げる事項について、６月以内ごとに１回、定期に、

行うこと。 

ロ 水質基準省令の表中１０の項、２１の項から３１の項までの項の上欄に掲

げる事項について、毎年、測定期間中に１回、行うこと。 

四 地下水その他の前号に掲げる水以外の水を水源の全部又は一部として飲料

水を供給する場合は、当該飲料水の水質検査を次に掲げるところにより行うこ

と。 

イ 給水を開始する前に、水質基準省令の表の上欄に掲げるすべての事項につ

いて行うこと。 

ロ 水質基準省令の表中１の項、２の項、６の項、９の項、１１の項、３２の

項、３４の項、３５の項、３８の項、４０の項及び４６の項から５１の項ま

での項の上欄に掲げる事項について、６月以内ごとに１回、定期に、行うこ

と。 

ハ 水質基準省令の表中１０の項、２１の項から３１の項までの項の上欄に掲

げる事項について、毎年、測定期間中に１回、行うこと。 

ニ 水質基準省令 の表中１４の項、１６の項から２０の項までの項及び４５

の項の上欄に掲げる事項について、３年以内ごとに１回、定期に、行うこと。 

 

/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000002000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000002000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000002000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8e%4f%96%40%88%ea%8e%4f%94%aa&REF_NAME=%97%b7%8a%d9%8b%c6%96%40&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8e%4f%96%40%88%ea%8e%4f%94%aa&REF_NAME=%91%e6%8e%4f%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000001000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8e%4f%96%40%88%ea%8e%4f%94%aa&REF_NAME=%91%e6%8e%4f%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000001000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000002000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000002000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000002000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%90%85%93%b9%96%40%91%e6%8e%4f%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%93%af%8f%f0%91%e6%98%5a%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000006000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000006000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000006000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%8c%dc%8c%fa%98%4a%8f%c8%82%4f%82%50%82%4f%82%4f%82%4f%88%ea%81%5a%88%ea&REF_NAME=%90%85%8e%bf%8a%ee%8f%80%82%c9%8a%d6%82%b7%82%e9%8f%c8%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%8c%dc%8c%fa%98%4a%8f%c8%82%4f%82%50%82%4f%82%4f%82%4f%88%ea%81%5a%88%ea&REF_NAME=%90%85%8e%bf%8a%ee%8f%80%8f%c8%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%8c%dc%8c%fa%98%4a%8f%c8%82%4f%82%50%82%4f%82%4f%82%4f%88%ea%81%5a%88%ea&REF_NAME=%90%85%8e%bf%8a%ee%8f%80%8f%c8%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%8c%dc%8c%fa%98%4a%8f%c8%82%4f%82%50%82%4f%82%4f%82%4f%88%ea%81%5a%88%ea&REF_NAME=%90%85%8e%bf%8a%ee%8f%80%8f%c8%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%8c%dc%8c%fa%98%4a%8f%c8%82%4f%82%50%82%4f%82%4f%82%4f%88%ea%81%5a%88%ea&REF_NAME=%90%85%8e%bf%8a%ee%8f%80%8f%c8%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%8c%dc%8c%fa%98%4a%8f%c8%82%4f%82%50%82%4f%82%4f%82%4f%88%ea%81%5a%88%ea&REF_NAME=%90%85%8e%bf%8a%ee%8f%80%8f%c8%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
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五 給水栓における水の色、濁り、臭い、味その他の状態により供給する水に異

常を認めたときは、水質基準省令 の表の上欄に掲げる事項のうち必要なもの

について検査を行うこと。  

六 第４号に掲げる場合においては、特定建築物の周辺の井戸等における水質の

変化その他の事情から判断して、当該飲料水について水質基準省令の表の上欄

に掲げる事項が同表の中欄に掲げる基準に適合しないおそれがあるときは、同

表の上欄に掲げる事項のうち必要なものについて検査を行うこと。  

七 遊離残留塩素の検査及び貯水槽の清掃を、それぞれ７日以内、１年以内ごと

に１回、定期に、行うこと。  

八 供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知つたときは、直ちに給

水を停止し、かつ、その水を使用することが危険である旨を関係者に周知させ

ること。  

２ 令第２条第２号イの規定により給水に関する設備を設けて飲料水を供給する

場合は、同号イに定める基準に適合する水を供給するため、厚生労働大臣が別に

定める技術上の基準に従い、これらの設備の維持管理に努めなければならない。  

則 第４条の２ 令第２条第２号ロに規定する措置は、次の各号に掲げるものとする。

ただし、旅館における浴用に供する水を供給する場合又は第３条の４に規定する

目的以外の目的のための水（旅館における浴用に供する水を除く。以下「雑用水」

という。）を水道法第３条第２項に規定する水道事業の用に供する水道若しくは

同条第６項に規定する専用水道から供給を受ける水のみを水源として供給する

場合は、この限りでない。  

一 給水栓における水に含まれる遊離残留塩素の含有率を 100 万分の 0.1（結合

残留塩素の場合は、100 万分の 0.4）以上に保持するようにすること。ただし、

供給する水が病原生物に著しく汚染されるおそれがある場合又は病原生物に

汚染されたことを疑わせるような生物若しくは物質を多量に含むおそれがあ

る場合の給水栓における水に含まれる遊離残留塩素の含有率は、100 万分の

0.2（結合残留塩素の場合は、100 万分の 1.5）以上とすること。  

二 雑用水の水槽の点検等有害物、汚水等によつて水が汚染されるのを防止する

ため必要な措置  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%8c%dc%8c%fa%98%4a%8f%c8%82%4f%82%50%82%4f%82%4f%82%4f%88%ea%81%5a%88%ea&REF_NAME=%90%85%8e%bf%8a%ee%8f%80%8f%c8%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%88%ea%8c%dc%8c%fa%98%4a%8f%c8%82%4f%82%50%82%4f%82%4f%82%4f%88%ea%81%5a%88%ea&REF_NAME=%90%85%8e%bf%8a%ee%8f%80%8f%c8%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000002000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000002000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000002000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%93%af%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000002000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000002000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000002000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000002000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000002000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000002000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%90%85%93%b9%96%40%91%e6%8e%4f%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%93%af%8f%f0%91%e6%98%5a%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000006000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000006000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000006000000000000000000
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三 散水、修景又は清掃の用に供する水にあつては、次に掲げるところにより維

持管理を行うこと。 

イ し尿を含む水を原水として用いないこと。 

ロ 次の表の各号の上欄に掲げる事項が当該各号の下欄に掲げる基準に適合

するものであること。 

１ ｐＨ値 ５．８以上８．６以下であること。 

２ 臭気 異常でないこと。 

３ 外観 ほとんど無色透明であること。 

４ 大腸菌 検出されないこと。 

５ 濁度 ２度以下であること。 

ハ ロの表の第１号から第３号までの上欄に掲げる事項の検査を７日以内ご

とに１回、第４号及び第５号の上欄に掲げる事項の検査を２月以内ごとに１

回、定期に、行うこと。 

四 水洗便所の用に供する水にあつては、次に掲げるところにより維持管理を行

うこと。 

イ 前号ロの表の第１号から第４号までの上欄に掲げる事項が当該各号の下

欄に掲げる基準に適合するものであること。 

ロ 前号ロの表の第１号から第３号の上欄に掲げる事項の検査を７日以内ご

とに１回、第４号の上欄に掲げる事項の検査を２月以内ごとに１回、定期に、

行うこと。 

五 遊離残留塩素の検査を、７日以内ごとに１回、定期に、行うこと。  

六 供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知つたときは、直ちに供

給を停止し、かつ、その水を使用することが危険である旨を使用者又は利用者

に周知すること。  

２ 令第２条第２号 ロの規定により給水に関する設備を設けて雑用水を供給する

場合は、人の健康に係る被害が生ずることを防止するため、厚生労働大臣が別に

定める技術上の基準に従い、これらの設備の維持管理に努めなければならない。

ただし、旅館における浴用に供する水を供給する場合又は雑用水を水道法第３条

第２項に規定する水道事業の用に供する水道若しくは同条第６項に規定する専

用水道から供給を受ける水のみを水源として供給する場合は、この限りでない。  

則 第４条の３ 特定建築物の所有者、占有者その他の者で当該建築物の維持管理につ

いて権原を有するもの（次項において「特定建築物維持管理権原者」という。）

は、排水に関する設備の掃除を、６月以内ごとに１回、定期に、行わなければな

らない。  

２ 特定建築物維持管理権原者は、厚生労働大臣が別に定める技術上の基準に従い、

排水に関する設備の補修、掃除その他当該設備の維持管理に努めなければならな

い。  

/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000002000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000002000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000002000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%90%85%93%b9%96%40%91%e6%8e%4f%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%90%85%93%b9%96%40%91%e6%8e%4f%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%93%f1%96%40%88%ea%8e%b5%8e%b5&REF_NAME=%93%af%8f%f0%91%e6%98%5a%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000006000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000006000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000300000000006000000000000000000
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（建築物環境衛生管理基準－清掃及びねずみ、昆虫等の防除に関する基準） 

令 第２条 

三 清掃及びねずみその他の厚生労働省令で定める動物（ロにおいて「ねずみ等」

という。）の防除は、次に掲げるところによること。 

イ 厚生労働省令で定めるところにより、掃除を行い、廃棄物を処理すること。 

ロ 厚生労働省令で定めるところにより、ねずみ等の発生及び侵入の防止並び

に駆除を行うこと。 

則 第４条の４ 令第２条第３号の厚生労働省令で定める動物は、ねずみ、昆虫その他

の人の健康を損なう事態を生じさせるおそれのある動物（以下「ねずみ等」とい

う。）とする。  

則 第４条の５ 令第２条第３号イに規定する掃除は、日常行うもののほか、大掃除

を、６月以内ごとに１回、定期に、統一的に行うものとする。  

２ 令第２条第３号ロに規定するねずみ等の発生及び侵入の防止並びに駆除は、次

の各号の定めるところによる。  

一 ねずみ等の発生場所、生息場所及び侵入経路並びにねずみ等による被害の状

況について、６月以内ごとに１回、定期に、統一的に調査を実施し、当該調査

の結果に基づき、ねずみ等の発生を防止するため必要な措置を講ずること。  

二 ねずみ等の防除のため殺そ剤又は殺虫剤を使用する場合は、医薬品、医療機

器の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和３５年法律第１４５

号）第１４条又は第１９条の２の規定による承認を受けた医薬品又は医薬部外

品を用いること。  

３ 令第２条第３号イ及びロの規定により掃除、廃棄物の処理、ねずみ等の発生及

び侵入の防止並びに駆除を行う場合は、厚生労働大臣が別に定める技術上の基準

に従い、掃除及びねずみ等の防除並びに掃除用機器等及び廃棄物処理設備の維持

管理に努めなければならない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%8e%4f%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%8e%4f%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%8e%4f%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000003000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000003000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000002000000003000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%8c%dc%96%40%88%ea%8e%6c%8c%dc&REF_NAME=%91%e6%8f%5c%8e%6c%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001400000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001400000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001400000000000000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%4f%8c%dc%96%40%88%ea%8e%6c%8c%dc&REF_NAME=%91%e6%8f%5c%8b%e3%8f%f0%82%cc%93%f1&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001900200000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001900200000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001900200000000000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%8e%4f%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000003000000003000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000003000000003000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000003000000003000000000
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（特定建築物についての届出）  

法 第５条 特定建築物の所有者（所有者以外に当該特定建築物の全部の管理について

権原を有する者があるときは、当該権原を有する者）（以下「特定建築物所有者

等」という。）は、当該特定建築物が使用されるに至つたときは、その日から１

箇月以内に、厚生労働省令の定めるところにより、当該特定建築物の所在場所、

用途、延べ面積及び構造設備の概要、建築物環境衛生管理技術者の氏名その他厚

生労働省令で定める事項を都道府県知事（保健所を設置する市又は特別区にあつ

ては、市長又は区長。以下この章並びに第１３条第２項及び第３項において同

じ。）に届け出なければならない。  

２ 前項の規定は、現に使用されている建築物が、第２条第１項の政令を改正する

政令の施行に伴い、又は用途の変更、増築による延べ面積の増加等により、新た

に特定建築物に該当することとなつた場合について準用する。この場合において、

前項中「当該特定建築物が使用されるに至つたとき」とあるのは、「建築物が特

定建築物に該当することとなつたとき」と読み替えるものとする。  

３ 特定建築物所有者等は、前２項の規定による届出事項に変更があつたとき、又

は当該特定建築物が用途の変更等により特定建築物に該当しないこととなつた

ときは、その日から１箇月以内に、その旨を都道府県知事に届け出なければなら

ない。  

則 第１条 建築物における衛生的環境の確保に関する法律（昭和４５年法律第２０号。

以下「法」という。）第５条第１項 （同条第２項 において準用する場合を含む。）

の規定による届出は、次の各号に掲げる事項を記載した届書を当該特定建築物

（法第２条第１項 に規定する特定建築物をいう。以下同じ。）の所在場所を管

轄する都道府県知事（保健所を設置する市又は特別区にあつては、市長又は区長。

以下この章において同じ。）に提出して行うものとする。  

一 特定建築物の名称  

二 特定建築物の所在場所  

三 特定建築物の用途  

四 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令 （昭和４５年政令第

３０４号。以下「令」という。）第１条 各号に掲げる用途に供される部分の

延べ面積（建築基準法施行令 （昭和２５年政令第３３８号）第２条第１項第

３号 に規定する床面積の合計をいう。以下同じ。）  

五 特定建築物の構造設備の概要  

六 特定建築物の所有者、占有者その他の者で当該特定建築物の維持管理につい

て権原を有するもの（以下「特定建築物維持管理権原者」という。）の氏名及

び住所（法人にあつては、その名称、主たる事務所の所在地及び代表者の氏名） 

七 特定建築物の所有者（所有者以外に当該特定建築物の全部の管理について権

原を有する者があるときは、当該権原を有する者）（以下「特定建築物所有者

等」という。）の氏名及び住所（法人にあつては、その名称、主たる事務所の

所在地及び代表者の氏名）  

/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%8c%9a%92%7a%95%a8%82%c9%82%a8%82%af%82%e9%89%71%90%b6%93%49%8a%c2%8b%ab%82%cc%8a%6d%95%db%82%c9%8a%d6%82%b7%82%e9%96%40%97%a5&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%91%e6%8c%dc%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000001000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%93%af%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%8c%9a%92%7a%95%a8%82%c9%82%a8%82%af%82%e9%89%71%90%b6%93%49%8a%c2%8b%ab%82%cc%8a%6d%95%db%82%c9%8a%d6%82%b7%82%e9%96%40%97%a5%8e%7b%8d%73%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%91%e6%88%ea%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000100000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000100000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000100000000000000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8c%dc%90%ad%8e%4f%8e%4f%94%aa&REF_NAME=%8c%9a%92%7a%8a%ee%8f%80%96%40%8e%7b%8d%73%97%df&ANCHOR_F=&ANCHOR_T=
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8c%dc%90%ad%8e%4f%8e%4f%94%aa&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80%91%e6%8e%4f%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8c%dc%90%ad%8e%4f%8e%4f%94%aa&REF_NAME=%91%e6%93%f1%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80%91%e6%8e%4f%8d%86&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000200000000001000000003000000000
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八 建築物環境衛生管理技術者の氏名、住所及び免状番号並びにその者が他の特

定建築物の建築物環境衛生管理技術者である場合にあつては、当該特定建築物

の名称及び所在場所  

九 特定建築物が使用されるに至つた年月日  

２ 法第５条第２項において準用する同条第１項 の規定による届出については、

前項第９号中「特定建築物が使用される」とあるのは、「特定建築物に該当する」

と読み替えるものとする。  

３ 第１項（前項の規定により読み替える場合を含む。）の届書には、次の各号に

掲げる場合の区分に応じ、当該各号に定める書類を添付しなければならない。 

一 特定建築物の所有者以外に特定建築物維持管理権原者がある場合(次号に掲

げる場合を除く。) 当該特定建築物維持管理権原者が当該特定建築物の維持

管理について権原を有することを証する書類 

二 特定建築物の所有者以外に当該特定建築物の全部の管理について権原を有

する者がある場合 当該者が当該特定建築物について当該権原を有すること

を証する書類 

  ４ 法第５条第３項の規定による届出は、第１項若しくは第２項の規定による届出

事項に変更があつた旨又は当該特定建築物が特定建築物に該当しないこととな

つた旨を記載した届書を当該特定建築物の所在場所を管轄する都道府県知事に

提出して行うものとする。この場合において、当該変更が前項各号の権原を有す

る者の変更を伴うときは、当該変更後の当該各号に定める書類を添付しなければ

ならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8c%dc%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%93%af%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000500000000001000000000000000000
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（建築物環境衛生管理技術者の選任）  

法 第６条 特定建築物所有者等は、当該特定建築物の維持管理が環境衛生上適正に行

なわれるように監督をさせるため、厚生労働省令の定めるところにより、建築物

環境衛生管理技術者免状を有する者のうちから建築物環境衛生管理技術者を選

任しなければならない。  

２ 建築物環境衛生管理技術者は、当該特定建築物の維持管理が建築物環境衛生管

理基準に従つて行なわれるようにするため必要があると認めるときは、当該特定

建築物の所有者、占有者その他の者で当該特定建築物の維持管理について権原を

有するものに対し、意見を述べることができる。この場合においては、当該権原

を有する者は、その意見を尊重しなければならない。  

則 第５条 特定建築物所有者等は、特定建築物ごとに建築物環境衛生管理技術者を選

任しなければならない。  

２ 前項の選任を行なうに当たつては、一の特定建築物の建築物環境衛生管理技術

者が、同時に他の特定建築物の建築物環境衛生管理技術者とならないようにしな

ければならない。ただし、二以上の特定建築物について、相互の距離、それぞれ

の用途、構造設備、令第１条各号に掲げる用途に供される部分の延べ面積、特定

建築物所有者等又は当該特定建築物の維持管理について権原を有する者の状況

等から一人の建築物環境衛生管理技術者が当該二以上の特定建築物の建築物環

境衛生管理技術者となつてもその職務を遂行するに当たつて特に支障がないと

きは、この限りでない。 

 

（帳簿書類の備付け）  

法 第１０条 特定建築物所有者等は、厚生労働省令の定めるところにより、当該特定

建築物の維持管理に関し環境衛生上必要な事項を記載した帳簿書類を備えてお

かなければならない。 

則 第２０条 特定建築物所有者等は、次の各号に掲げる帳簿書類を備えておかなけれ

ばならない。  

一  空気環境の調整、給水及び排水の管理、清掃並びにねずみ等の防除の状況

（これらの措置に関する測定又は検査の結果並びに当該措置に関する設備の

点検及び整備の状況を含む。）を記載した帳簿書類  

二 当該特定建築物の平面図及び断面図並びに当該特定建築物の維持管理に関

する設備の配置及び系統を明らかにした図面  

三 その他当該特定建築物の維持管理に関し環境衛生上必要な事項を記載した

帳簿書類 

２ 前項第１号及び第３号の帳簿書類は、５年間保存しなければならない。  

 

 

 

 

/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%90%ad%8e%4f%81%5a%8e%6c&REF_NAME=%97%df%91%e6%88%ea%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000100000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000100000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000100000000000000000000000000000
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（報告、検査等）  

法 第１１条 都道府県知事は、厚生労働省令で定める場合において、この法律の施行

に関し必要があると認めるときは、特定建築物所有者等に対し、必要な報告をさ

せ、又はその職員に、特定建築物に立ち入り、その設備、帳簿書類その他の物件

若しくはその維持管理の状況を検査させ、若しくは関係者に質問させることがで

きる。ただし、住居に立ち入る場合においては、その居住者の承諾を得なければ

ならない。  

２ 第７条の１５第２項及び第３項の規定は、前項の規定による立入検査について

準用する。  

則 第２１条 法第１１条第１項の厚生労働省令で定める場合は、都道府県知事が必要

と認める場合とする。  

２ 法第１１条第１項及び第１２条の５第１項の職権を行う者を環境衛生監視員

と称し、法第１１条第２項において準用する法第９条の１２第２項及び法第１２

条の５第２項において準用する法第９条の１２第２項の規定によりその携帯す

る証明書は、別に定める。  

 

（改善命令等）  

法 第１２条 都道府県知事は、厚生労働省令で定める場合において、特定建築物の維

持管理が建築物環境衛生管理基準に従つて行なわれておらず、かつ、当該特定建

築物内における人の健康をそこない、又はそこなうおそれのある事態その他環境

衛生上著しく不適当な事態が存すると認めるときは、当該特定建築物の所有者、

占有者その他の者で当該特定建築物の維持管理について権原を有するものに対

し、当該維持管理の方法の改善その他の必要な措置をとるべきことを命じ、又は

当該事態がなくなるまでの間、当該特定建築物の一部の使用若しくは関係設備の

使用を停止し、若しくは制限することができる。 

則 第２２条 法第１２条の厚生労働省令で定める場合は、法第１１条第１項の規定に

よる権限を行使した場合とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8f%5c%88%ea%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8f%5c%88%ea%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%91%e6%8f%5c%93%f1%8f%f0%82%cc%8c%dc%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001200500000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001200500000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001200500000001000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8f%5c%88%ea%8f%f0%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8b%e3%8f%f0%82%cc%8f%5c%93%f1%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000901200000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000901200000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000901200000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8f%5c%93%f1%8f%f0%82%cc%8c%dc%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001200500000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001200500000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001200500000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8f%5c%93%f1%8f%f0%82%cc%8c%dc%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001200500000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001200500000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001200500000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8b%e3%8f%f0%82%cc%8f%5c%93%f1%91%e6%93%f1%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000000901200000002000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000000901200000002000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000000901200000002000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8f%5c%93%f1%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001200000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001200000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001200000000000000000000000000000
/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%8e%6c%8c%dc%96%40%93%f1%81%5a&REF_NAME=%96%40%91%e6%8f%5c%88%ea%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001100000000001000000000000000000
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（登録）  

法 第１２条の２ 次の各号に掲げる事業を営んでいる者は、当該各号に掲げる事業の

区分に従い、その営業所ごとに、その所在地を管轄する都道府県知事の登録を受

けることができる。  

一 建築物における清掃を行う事業  

二 建築物における空気環境の測定を行う事業  

三 建築物の空気調和用ダクトの清掃を行う事業  

四 建築物における飲料水の水質検査を行う事業  

五 建築物の飲料水の貯水槽の清掃を行う事業  

六 建築物の排水管の清掃を行う事業  

七 建築物におけるねずみその他の人の健康を損なう事態を生じさせるおそれ

のある動物として厚生労働省令で定める動物の防除を行う事業  

八 建築物における清掃、空気環境の調整及び測定、給水及び排水の管理並びに

飲料水の水質検査であつて、建築物における衛生的環境の総合的管理に必要な

厚生労働省令で定める程度のものを行う事業  

２ 都道府県知事は、前項の登録の申請があつた場合において、その申請に係る営

業所のその登録に係る事業を行うための機械器具その他の設備、その事業に従事

する者の資格その他の事項が厚生労働省令で定める基準に適合すると認めると

きは、登録をしなければならない。  

 

３ 前項の基準は、多数の者が使用し、又は利用する建築物について第一項各号に

掲げる事業の業務を行うのに必要かつ十分なものでなければならない。  

４ 登録の有効期間は、６年とする。  

５ 前各項に規定するもののほか、登録の申請その他登録に関し必要な事項は、厚

生労働省令で定める。 （令及び規則 省略） 

 

（国又は地方公共団体の用に供する特定建築物に関する特例） 

法 第１３条 第１１条の規定は、特定建築物が国又は地方公共団体の公用又は公共の

用に供するものである場合については、適用しない。  

２ 都道府県知事は、この法律の施行に関し必要があると認めるときは、国又は地

方公共団体の公用又は公共の用に供する特定建築物について、当該国若しくは地

方公共団体の機関の長又はその委任を受けた者に対し、必要な説明又は資料の提

出を求めることができる。  

３ 第１２条の規定は、特定建築物が国又は地方公共団体の公用又は公共の用に供

するものである場合については、適用しない。ただし、都道府県知事は、当該特

定建築物について、同条に規定する事態が存すると認めるときは、当該国若しく

は地方公共団体の機関の長又はその委任を受けた者に対し、その旨を通知すると

ともに、当該維持管理の方法の改善その他の必要な措置を採るべきことを勧告す

ることができる。 


